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対象者 博士課程学生から高校生まで、一般の方

300名（先着）／参加費：無料

15:00～15:45　特別講演
「岡山から世界へ― 研究とイノベーション―」

（菅裕明先生）

15:45～16:15　特別対談
「研究者のキャリアアップ、イノベーションへの橋渡し」

（菅裕明先生 ×
那須保友学長
×
菅誠治理事）

16:15～16:25　会場との質疑応答

16:25～16:30　閉会

日

岡山大学 共育共創コモンズ：OUX

11.15
15:00 -16:30

2026

略歴・受賞

主催：岡山大学 OU-BRIDGE⇒
（OU-SPRING同窓会コミュニティ）

お問い合わせ：彭 子澴（学術研究コーディネーター）peng-zixuan@okayama-u.ac.jp
　　　　　　　畑中 耕治（主任URA）koji.hatanaka@okayama-u.ac.jp

講演会
参加申込は
コチラから

申込締切：11.9（⽉）

  東京大学大学院 理学系研究科化学専攻 教授

岡山で生まれ育ち、岡山大学を卒業後に渡米。その
後、日本へ戻り、世界を舞台に研究者として活躍さ
れ て き ま し た 。 近 年 で は 、 王 立 協 会 フ ェ ロ ー
（FRS）選出（2026年）、アントニオ・フェルトリ
ネッリ国際賞（2026年）、ウルフ賞化学部門（2023
年）をはじめ、数々の国内外の賞を受賞されていま
す。本講演では、岡山から世界へと歩みを進めてこ
られた研究者としての歩みと、その先に生まれたイ
ノベーションについてお話しいただきます。
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岡山県立岡山芳泉高等学校 卒業
岡山大学工学部工業化学科 卒業
岡山大学大学院工学研究科修士課程 修了 
米国マサチューセッツ工科大学化学科博士課程 修了 Ph.D. 
米国マサチューセッツ工科大学化学科 博士研究員 
米国マサチューセッツ総合病院 ハーバード大学医学部 
博士研究員
米国ニューヨーク州立バッファロー大学化学科 助教授 
米国ニューヨーク州立バッファロー大学生物科学科 
微生物学科兼任 
米国ニューヨーク州立バッファロー大学化学科 准教授
（テニュア） 
東京大学先端科学技術研究センター 助教授 
東京大学先端科学技術研究センター 教授 
東京大学大学院理学系研究科化学専攻 教授（現職）
文部科学大臣表彰科学技術賞 
読売テクノ・フォーラム ゴールド・メダル賞
マックス・バーグマンメダル
日本イノベーター大賞特別賞
名古屋メダル（シルバー）
岡山大学エグゼクティブ・アドバイザー 
紺綬褒章
フンボルト研究賞
内閣府総合科学技術・イノベーション会議 議員 
紺綬褒章、プレローグ・メダル（チューリッヒ工科大学）
ウルフ賞化学部門賞
日本学士院賞、岡山県文化特別顕賞
第2回 神戸賞
王立協会フェロー選出
アントニオ・フェルトリネッリ国際賞

菅 裕明　先生


